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研究成果の概要（和文）：学校における緊急支援のガイドライン作成のため、デルファイ法を用いて災害、事
件・事故後の支援に一定以上の経験を持つ専門家の合意形成を行った。先行研究及び専門家の討議に基づく56項
目について、第1回調査の有効回答者107名(81.0％)の合意平均得点は10点尺度で5.66（SD=2.14）～8.72(SD=0.
56)の範囲で9項目が基準に達しなかった。自由記述内容を反映して項目修正を行ったところ、第2回調査（有効
回答者104名，97.2％）の平均得点は7.31(SD=1.48)～8.90((SD=0.30)となり全項目が基準を満たした。合意の程
度に応じてコメントを補いガイドラインとして冊子化した。

研究成果の概要（英文）：In order to prepare guidelines for school based crisis intervention, we 
established consensus among experts with a certain level of experience in crisis intervention for 
school after disasters, incidents and accidents using the Delphi method. Regarding 56 items based on
 previous research and expert discussion, 107 valid respondents (81.0%) in the first survey had an 
agreed average score of 5.66 (SD = 2.14) to 8.72 (SD = 0.56) on a 10-point scale. 9 items did not 
reach the standard within the range. When the items were revised to reflect the free description of 
experts, the average score of the second survey (104 valid respondents, 97.2%) was 7.31 (SD = 1.48) 
to 8.90 ((SD = 0.30), and all items met the criteria.　 Comments were supplemented according to the 
degree of agreement, Then，we accomplished the guidelines for for school based crisis intervention.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで専門家の間でも合意が十分でなかった学校危機への心理支援について、デルファイ法を用いて合意形成
を図った。全56項目は基本的な考え方、災害、事件・事故への共通した対応、事件・事後へ特化した対応、災害
に特化した対応について、予防・準備・直後対応・中長期対応という時間的経過に即したものであり、本研究に
よって、学校危機への包括的な心理支援のモデルと実践に際してのガイドラインを提示することができたこと
は、学術的にも社会的にも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 日本では，災害や児童生徒の自殺を含む種々の事件・事故といった学校危機への心理的支援は，

1995 年の阪神淡路大震災後の支援に始まり，1997 年の神戸連続児童殺傷事件，2001 年の池田

小学校事件など，学校を現場とする児童生徒が犠牲となる事件の発生により注目されるように

なった。一過性の事件・事故後の心理支援については主として都道府県臨床心理士会単位の支援

体制が整備され，実践が蓄積されてきた。大規模自然災害後の支援については，阪神淡路大震災

後，中越地震等を経て，2011 年の東日本大震災後は全国の都道府県臨床心理士会のチームがリ

レー形式で現地に派遣され支援を行う体制がとられ，2016 年の熊本地震に際しても同様の体制

が取られた。このように支援の実施体制は徐々に整う一方で，支援プログラムの効果検証は殆ど

なされていない。東日本大震災で構築された外部からのリレー式での支援という新たなパラダ

イムにおける支援内容に関しては，専門家の間でも十分な合意に至っていない。一過性の事件・

事故と大規模自然災害への支援の共通点と相違点の検討は未だ不十分である。 

 また欧米においては，学校危機の予防と介入をタイトルにした成書が複数出版されているが，

欧米と日本では学校における教師と心理専門職の配置や役割分担が大きく異なることや発生が

想定される学校危機の事案に違いがあるなど，状況が大きく異なり，学校危機の予防と介入に関

する欧米の実践と研究の適用可能性には限界がある。また，早期の介入の効果はまだ十分確認さ

れていない 

 現時点で，日本が比較的多くの実践の蓄積を持つ大規模自然災害後の支援や児童生徒の自殺

後の支援等の検証を基にして独自の包括的な心理支援モデルを構築し，ガイドラインを作成・検

証することは喫緊の課題であると言える 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，学校における災害，事件・事故への支援に関して，予防から準備，直後の対

応，中長期的な支援に亘る包括的な心理支援モデルを構築し，それに基づく適切な支援のあり方

を明確に示したガイドラインの作成を通して，根拠に基づく支援の普及を目ざすことである。 

 まず第一に，これまでの支援実績を踏まえて災害，事件・事故後の支援プログラム，予防プロ

グラムの効果検証を行い，それらがどのように学校危機の予防や回復に寄与しているかを明ら

かにする。それを踏まえて，包括的な学校危機心理支援モデルを構築し，状況に応じた具体的な

支援のありかたについて，災害，事件・事故後の心理支援の経験豊富な専門家を対象としたデル

ファイ法による調査で意見集約を行い，それに基づいて学校における災害，事件・事故対応につ

いての基本的な考え方，共通した対応，それぞれに特化した対応についてのガイドラインを作成

する。 

 

３．研究の方法 

（１）学校危機時の支援メニューの抽出 

①支援実績に基づく，災害，事件・事故後の支援メニューの抽出 

 既に実施済みの教師対象の調査，支援にあたった臨床心理士，小中高校時代に学校危機を体験

した大学生対象の調査結果から，効果的，有効であった支援メニューを抽出した。 

②文献からの抽出 

Brock, S. E., et.al（2009 ）による PREPaRE，Kerr(2008)，Brock,S.E.,& Jimerson,S (2012)，福岡

県臨床心理士会編（2005），冨永（2014）などから，種々の学校危機時の具体的な支援メニュ

ー，及びその根拠となる考え方を抽出した。 



 

（２）デルファイ法による意見集約 

①項目の作成 

 （１）で抽出した支援メニューと根拠となる考え方について，学校における災害，事件・事故

に関して豊富な支援経験を持つ臨床心理士 6 名と中堅スクールカウンセラー2 名によって検討

し，災害，事件・事故後の子どもの心理支援についての基本的な考え方に関する 13項目，予防

段階，準備段階，対応段階，回復段階における災害，事件・事故への共通した対応に関する 13

項目，事件・事故に特化した対応に関する 21項目，災害に特化した対応 9項目，計 56項目を作

成した。 

  

②研究協力者の募集 

・研究協力者の要件 

専門家の意見集約によって合意を形成するというデルファイ法の特性から，研究協力者の要

件として，「スクールカウンセラー経験 3年以上」，「災害，事件・事故双方の支援経験計 3件以

上の臨床心理士」とし，さらに，インターネットを通じて調査を行うために，「メールをほぼ毎

日確認しており，インターネット調査への回答が可能な方」とした。 

 ・募集方法 

  調査の趣旨，研究協力者の要件，調査概要を記した依頼用紙を作成し，都道府県臨床心理士

会宛送付し会員への周知を依頼したほか，研究代表者，研究分担者，連携研究者のネットワーク

で広く協力者の募集を行った。 

③調査実施方法 

 全 56項目について，全く同意できない(0)～完全に同意（9）の 10段階での評定と自由記述（任

意）を求めた。第 1回調査を 2018年 2月から，第 2回を 9月から実施した。研究代表者の当時

の所属機関研究倫理委員会の承認を得た。合意基準は成澤ら（2013）に基づき，平均点 7点以上，

7点以上の回答者の割合が 70％以上とした。 

 第 1 回調査には 132 名が参加したが，回答に不備がなく，要件を全て満たした 107 名を分析

の対象とした（有効回答率 81％）。SC歴平均 14.4年，臨床歴平均 21.5年であった。 

 合意平均得点は 5.66（SD=2.14）～8.72(SD=0.56)の範囲で 9項目が基準に達しなかった。自由

記述内容を反映して項目修正を行ったところ，第 2回調査（有効回答者 104名，97.2％）の平均

得点は 7.31(SD=1.48)～8.90((SD=0.30)となり，全項目が基準を満たした。 

 

４．研究成果 

 2 回の調査で災害，事件・事故後の学校における子どもの心理支援に関する全 56 項目が全

回答者の平均同意得点が７点以上，７点以上の回答者が 70％以上という合意基準を満たし，合

意得点の平均値と標準偏差の平均値によって全 56項目は，推奨強項 目(9点の割合が 70％以上，

SD0.93未満)の 13項目，推奨低項目（平均 7点台，SD0.93以上）11項目に分類された。 

そこで，ガイドライン作成に向けて，推奨低項目を中心に，専門家の間でさまざまな意見が寄

せられて項目について，項目に付すコメント文を作成した。尚，推奨低となった 11項目につい

て，第 1回調査で協力者から寄せられた意見数の平均は 28.4件，第 2回調査では 26.0件であり，

全体の平均 18.6 件（1回目），16.1 件（2回目）を大きく上回っており，多くの多様な意見が寄

せられたことがわかる。このほか，1 回目の平均合意得点が 7 点未満であった 3項目を加えて，

合計 14項目にコメントを付すことにした。コメントは，項目として提示する根拠・理由，留意



点について，先行研究や協力者から寄せられた意見（反対意見を含む）を基に作成した。ただ，

4項目がアンケートの実施に関するものであったため，これら 4項目については個別にコメント

を付すよりも，災害，事件・事故後のアンケートの活用について，実施目的，実施時期，項目の

内容などについての留意点とその根拠を示す方が理解が得やすいと考え，別途，アンケートの実

施目的としてスクリーニング，心理教育，コンサルテーションの 3点，事件・事故，災害につい

て，急性期，中長期の項目内容，実施上の留意点を記した解説文を作成した。14 項目にコメン

トを付した全 56項目前に用語説明，活用上の注意，巻末には上記のアンケートについての解説，

2度の調査の概要を提示した全 54ページのガイドライン冊子を作成した。 

突発的に発生するという事案の性質上，また統制群を用いた検証は倫理的に不可能であると

いうことなどから，実証的な根拠をもった指針が得られにくい，災害，事件・事故への心理支援

について，デルファイ法を用いることで一定以上の専門性を持つ協力者の合意に基づいたガイ

ドラインを作成することができた。 

今後は，更に実践を通しての検証を重ね，より実効性の高いものに精緻化していくことが求め

られる。 
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